
























著名な SCM研究者の一人であるスタンフォード大学のハウ・リー（Hau L. Lee）は，需要と供給
の両方の不確実性のマトリクスを使った SCMの戦略枠組みを提案している（Lee, 2002）．詳細は 4
節で説明するが，その枠組みは先述の Fisher（1997）の基本戦略を拡張したものと位置づけられる．








































































タキイ種苗の HPによれば，世界の種子市場は約 3.1兆円と推定されている 3）．その内訳は，穀物種





カナダに本部がある政策提言型市民グループである ETC5）（Action Group on Erosion, Technology 






































1 Monsanto （US） $4,964 23
2 DuPont （US） $3,300 15
3 Syngenta （Switzerland） $2,018 9
4 Groupe Limagrain （France） $1,226 6
5 Land O’Lakes （US） $917 4
6 KWS AG （Germany） $702 3
7 Bayer Crop Science （Germany） $524 2
8 Sakata （Japan） $396 < 2
9 DLF-Trifolium （Denmark） $391 < 2






















































マト Bを作りだす．このトマト Aとトマト Bはさまざまなトマトを交配してできているため，その
子孫には遺伝的なばらつきが出てくる．そこで，数世代にわたってトマト Aだけを交配し，トマト
Aの遺伝子だけを持つ純粋なトマトAを作りだす．トマトBも同じように純粋なトマトBを作りだす．









































































































































































































領域でよく知られているリスクマネジメントのテキスト，Risk Management and Insurance（訳書の
















リスク・コントロール リスキーな活動水準の引き下げ － （確認できず）
より慎重な行動 Kleindorfer and Saad （2005） 果菜類の手交配，特定品種のハウス利用
リスク軽減 Chopra and Sodhi（2004）, Kleindorfer and Saad （2005） （確認できず）
リスク・ファイナンス リスク保有 Lee （2002）, Chopra and Sodhi（2004） 数年分の安全在庫の保有
リスク移転 Wakolbinger and Cruz （2011） （確認できず）
内部リスク軽減 分散 Lee （2002）, Chopra and Sodhi（2004）, Kleindorfer and Saad （2005） 生産拠点の分散
情報の収集・共有
Lee （2002）, Kleindor fer and Saad 






















言えば，柔軟性・応答性の能力向上（Chopra and Sodhi, 2004）や製品／プロセスのモジュール化









































る．Harrington and Niehaus（2004）では，「分散」（diversification）と「情報の収集」（investment 
in information）が提示されている．分散とは文字通り活動を分散させること，情報の収集とは優れ
た期待損失の予測を行うために情報収集を行うことである．SCMの文献で前者に該当するとみなさ
れるのは，複数のサプライベース（Lee, 2002; Chopra and Sodhi, 2004; Kleindorfer and Saad, 2005）
と拠点分散（Kleindorfer and Saad, 2005）である．後者については，情報を収集するだけでなく，サ
プライチェーンの構成メンバーと共有することを含めると，インターネットの活用（Lee, 2002），協
働的な情報共有とベスト・プラクティス（Kleindorfer and Saad, 2005），情報共有による共同問題解
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In the research area of supply chain management（SCM）, there is a vast amount of studies on industrial products with 
high demand uncertainty. This paper, on the contrary, focuses on seed, which is non-industrial product with high supply 
uncertainty and an agricultural product.
On the basis of case study of Takii, which is a leading company of the domestic market, first, seed supply chain is 
described. Next, its supply chain strategy is positioned as risk-hedging one using well-known Hau L. Lee’s framework. In 
addition, an analytical framework of risk management is set up. Finally, the authors discuss Takii’s approaches of risk 
management based on the framework and lead to useful implications.
